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いきいきチャレンジ！

ャレンジチ

チャレンジ！

いき

いきいき

いき

チャレンジ！

チャレンジ
地
域
の
居
場
所
で

「
隠
れ
た
非
行
」の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
に
応
え
る

福
岡
市
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｓ
Ｆ
Ｄ
21
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

若
者
の
立
ち
直
り
支
援
に
取
り
組
む

　
福
岡
市
に
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｓ
Ｆ
Ｄ
21
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ

Ｎ
は
、
非
行
や
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
等
の
生
き
づ

ら
さ
を
抱
え
る
若
者
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
居
場
所

づ
く
り
や
立
ち
直
り
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
同
法
人
は
、ボ
デ
ィ
ビ
ル
の
競
技
者
で
あ
る
理
事
長

の
小
野
本
道
治
氏
が
友
人
と
自
宅
納
屋
に
ジ
ム
を
開

設
し
た
と
こ
ろ
、
非
行
行
動
に
悩
む
中
学
生
の
保
護

者
か
ら
受
け
入
れ
の
相
談
を
受
け
た
こ
と
を
き
っ
か

け
に
、
若
者
の
立
ち
直
り
支
援
を
開
始
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。そ
の
後
、ジ
ム
は
口
コ
ミ
に
よ
り
若
者
た
ち

が
集
ま
る
居
場
所
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
立
ち
直
り

支
援
活
動
を
本
格
化
さ
せ
る
た
め
、
平
成
24
年
10
月

に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
し
て
活
動
の
幅
を
広
げ
て
い
る
。

　
現
在
の
主
な
活
動
と
し
て
は
、
若
者
を
対
象
に
し

た
居
場
所
の
運
営
や
相
談
支
援
事
業
を
行
う
ほ
か
、

福
岡
市
こ
ど
も
未
来
局
の
「
子
ど
も
・
若
者
活
躍
の

場
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
参
加
し
、
若
者
の
農
業
体
験

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
る
若

者
と
つ
な
が
る
場
と
し
て
「
腕
大
学
天
神
校
」
を
定

期
的
に
開
催
し
て
い
る
。

　
腕
大
学
と
若
者
の
立
ち
直
り
支
援
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
、小
野
本
理
事
長
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
腕
大
学
は
、
福
岡
市
天
神
に
あ
る
警
固
公
園
で

公
開
ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ
体
験
会
と
し
て
毎
月
第
4

土
曜
日
16
～
21
時
の
時
間
帯
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

活
動
で
は
、
公
園
に
ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ
台
を
設
置

し
、
若
者
と
ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ
を
通
し
て
対
話
を

行
い
、
内
面
に
悩
み
や
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
る
若
者
と

の
接
点
を
つ
く
り
、
信
頼
関
係
を
築
き
な
が
ら
支
援

に
つ
な
げ
る
場
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
非
行
や
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
る
若
者
へ
の
支
援
と
し
て
、

立
ち
直
り
に
向
け
た
可
能
性
を
探
り
、
行
政
や
支
援

団
体
と
連
携
し
、
若
者
に
寄
り
添
い
な
が
ら
支
援
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
」。

　
こ
れ
ら
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、
平
成
29
年
に
福
岡

県
の
「
非
行
等
か
ら
の
立
ち
直
り
支
援
功
労
団
体
」

県
知
事
表
彰
、
令
和
2
年
に
「
安
全
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
関
係
功
労
者
」
内
閣
総
理
大
臣
表
彰
を
受
け
て

い
る
。

「
隠
れ
た
非
行
」
を
把
握
し
、

支
援
に
つ
な
げ
る

　
同
法
人
は
、
令
和
4
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用

し
、「『
隠
れ
た
非
行
』
の
若
者
に
対
す
る
多
様
な
対

話
を
通
し
た
支
援
事
業
」
を
実
施
し
た
。

　
独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
（
Ｗ
Ａ
Ｍ
）
が
行

う
社
会
福
祉
振
興
助
成
事
業
（
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
）
は
、

国
庫
補
助
金
や
寄
付
金
を
財
源
と
し
、
高
齢
者
・
障

害
者
な
ど
が
地
域
の
つ
な
が
り
の
な
か
で
自
立
し
た

生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
な
ど
が
行
う
民
間
の
創
意
工
夫
あ
る
活
動
な
ど
に

対
し
、
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
号
で
は
、
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
Ｓ
Ｆ
Ｄ
21
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま

す
。

 WAM から ひと言

　長年の活動実績と多くの団体との
連携を活かし、変化し続ける支援ニー
ズをとらえ、的確なアプローチを実
施されました。連携団体や行政から
の紹介等によって新規の参加者が増
えていくなかで、参加者同士が相互
作用し、社会性の向上や活発なコミュ
ニケーションが多々みられるように
なった点を評価しています。
　今後の活動の中で、自団体があげた
成果について分析し、これらの成果
をあげるための取り組みを整理して
広く周知することで、より広域に支
援が広まっていくことを期待します。
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同
事
業
は
、「
隠
れ
た
非
行
」
の
問
題
構
造
の
把

握
と
、
対
話
を
通
し
て
若
者
が
他
者
に
対
す
る
信
頼

を
回
復
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、 

①
若
者
の
見
え
づ

ら
い
問
題
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
腕
大
学
の
開
催
、
②

Ｓ
Ｎ
Ｓ
環
境
の
整
備
、
③
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ル
ー
ム

の
開
設
、
④
支
援
に
関
す
る
学
び
の
場
の
開
催
を
行

っ
た
。

　「
当
法
人
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
若
者
の
立
ち
直

り
支
援
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
か
つ
て
は
コ

ン
ビ
ニ
の
前
で
座
り
込
ん
だ
り
、
暴
力
や
暴
走
を
繰

り
返
す
な
ど
非
行
は
わ
か
り
や
す
い
も
の
で
し
た
。

し
か
し
、
近
年
は
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
や
家
庭
内

暴
力
が
増
え
、
一
見
非
行
に
見
え
な
い
も
の
へ
と
質

的
に
変
化
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
助
成
事
業

で
は
、
現
在
進
行
形
で
法
に
抵
触
す
る
い
わ
ゆ
る
不

良
で
は
な
い
も
の
の
、
今
後
非
行
に
巻
き
込
ま
れ
て

い
く
可
能
性
の
あ
る
若
者
を
『
隠
れ
た
非
行
』
の
若

者
と
呼
称
し
、
彼
ら
が
参
加
し
や
す
い
多
様
な
腕
大

学
を
開
催
す
る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を

抱
え
る
若
者
と
出
会
い
、
対
話
を
通
し
て
問
題
構
造

を
把
握
し
、
寄
り
添
い
な
が
ら
支
援
に
つ
な
げ
る
こ

と
を
目
指
し
ま
し
た
」（
小
野
本
理
事
長
）。

若
者
と
の
対
話
を
生
む

多
様
な
腕
大
学
を
開
催

　
若
者
の
見
え
づ
ら
い
問
題
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
腕

大
学
の
開
催
で
は
、
こ
れ
ま
で
福
岡
市
天
神
の
警
固

公
園
で
実
施
し
て
き
た
「
腕
大
学
天
神
校
」
に
加
え
、

新
た
に
「
腕
大
学
糸
島
キ
ャ
ン
パ
ス
」、「
腕
大
学
長

垂
海
岸
」
を
開
催
し
た
。

　
新
た
に
開
催
し
た
腕
大
学
に
つ
い
て
、
事
務
局
の

中
嶋
康
子
氏
は
次

の
よ
う
に
説
明
す

る
。

　「『
腕
大
学
糸
島

キ
ャ
ン
パ
ス
』は
、

福
岡
市
西
区
に
あ

る
2
階
建
て
の
古

民
家
を
活
用
し
た

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

『
が
や
が
や
門
』

を
使
用
し
、
隠
れ
家
的
な
雰
囲
気
の
あ
る
居
場
所
と

し
て
定
期
的
に
開
催
し
ま
し
た
。
1
階
に
は
調
理
ス

ペ
ー
ス
が
あ
り
、
連
携
団
体
か
ら
提
供
を
受
け
た
フ

ー
ド
バ
ン
ク
の
食
材
を
用
い
て
、
こ
ど
も
食
堂
を
運

営
す
る
こ
と
で
、
若
者
だ
け
で
な
く
、
ひ
と
り
親
家

庭
の
親
子
や
地
元
住
民
に
も
利
用
さ
れ
る
地
域
の
交

流
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。『
腕
大
学
天
神
校
』
は
、

多
く
の
人
が
集
ま
る
た
め
、
若
者
と
つ
な
が
る
場
と

し
て
よ
い
の
で
す
が
、『
糸
島
キ
ャ
ン
パ
ス
』
は
居

場
所
と
し
て
の
要
素
が
強
く
、
ゆ
っ
く
り
話
を
聞
い

て
も
ら
い
た
い
と
い
う
若
者
や
ひ
と
り
親
家
庭
の
親

NPO法人SFD21JAPAN
「隠れた非行」の若者に対する多様な対話を通した支援事業

令和4年度事業

【事業概要】
　「隠れた非行」の問題構造の把握と若者の他者に対する信頼を回復する
ことを目的に、地域社会における多様な対話をコーディネートする事業

【実施内容】
◆�若者の見えづらい問題にアプローチ
する腕大学の開催
これまで開催してきた腕大学に加え、
新たに市内3カ所で腕大学を含む居場
所づくりを行い、対話を通して若者の
見えづらい問題にアプローチ
◆SNS環境の整備
ホームページやFacebook、Instagram
を開設し、活動を周知する環境を整備
◆カウンセリングルームの開設
問題を抱えた若者やその家族が、安心
して相談できるカウンセリングルーム
を開設
◆支援に関する学びの場の開催
法人スタッフと地域の支援関係者を対
象に、支援スキルの向上を目的とした
研修会を開催

事業概要

【成果】
◆市内4カ所で計14回開催した腕大学は、延べ462
人が参加した。対話を通して悩みやストレスを抱え
ている若者との接点をつくり、信頼関係を築きなが
ら支援につなげることができた
◆開設したカウンセリン
グルームでは、問題を
抱えた若者と家族の相
談対応とともに、関係
機関とのケース会議を
行い、延べ420人が
利用した

◆計11回開催した支援者研修会は、法人スタッフや地
域の支援関係者など、延べ172人が受講した。支援
に関する知識を学ぶとともに、支援者同士の顔の見
える関係が構築された

▼
助成事業後の波及効果
　居場所づくりの活動が評価され、令和6年4月から
福岡市の「若者の居場所づくり活性化事業」を受託す
ることに至った

WAM助成
e -ライブラリー

助成額
177万6千円
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古民家を活用したフリースペース「がや
がや門」で開催した「腕大学糸島キャン
パス」。家庭的な雰囲気のある居場所とし
て、こども食堂も運営している
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子
の
参
加
が
多
い
こ
と
が
特
色
と
な
っ
て
い
ま
す
」。

　
ま
た
、「
腕
大
学
長
垂
海
岸
」
で
は
、
行
政
と
協

働
し
、
海
岸
清
掃
と
ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ
を
組
み
あ

わ
せ
た
腕
大
学
を
開
催
し
、
若
者
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
参
加
す
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
や
行
政
関

係
者
と
交
流
す
る
場
に
な
っ
て
い
る
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
、
福
岡
市
の
農
業
体
験
事
業
で
毎

年
開
催
し
て
い
る
収
穫
し
た
作
物
の
販
売
会
で
、
参

加
し
た
若
者
が
販
売
に
携
わ
り
、
ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン

グ
を
通
し
て
来
場
者
と
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

地
域
や
学
校
に
戻
れ
る
環
境
を
つ
く
る

　
助
成
期
間
中
の
腕
大
学
の
利
用
実
績
は
、
市
内
4

カ
所
で
計
14
回
開
催
し
、
課
題
を
抱
え
る
若
者
や
ひ

と
り
親
家
庭
の
親
子
な
ど
延
べ
４
６
２
人
が
参
加
し

た
。

　
活
動
を
通
し
て
出
会
っ
た
若
者
の
な
か
に
は
、
少

年
院
や
児
童
相
談
所
に
収

容
・
保
護
さ
れ
た
あ
と
、
保

護
者
が
受
け
入
れ
を
拒
否

し
、
本
人
が
望
ん
で
い
な
い

に
も
関
わ
ら
ず
、
自
立
援
助

ホ
ー
ム
、
自
立
準
備
ホ
ー
ム

で
暮
ら
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が

あ
っ
た
と
い
う
。

　「
必
ず
し
も
正
し
い
と
は

限
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
よ
う

な
状
況
に
置
か
れ
た
若
者
を

地
域
や
学
校
に
戻
し
て
あ
げ

る
こ
と
は
、
我
々
の
役
割
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
若
者
と

関
わ
る
際
に
は
、
必
ず
保
護

者
に
連
絡
を
と
り
、
今
後
の

支
援
に
つ
い
て
話
し
あ
い
、

地
域
や
学
校
に
戻
る
こ
と
が

で
き
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
女

性
の
問
題
と
し
て
は
、
い
わ

ゆ
る“

パ
パ
活
＂を
し
て
い

る
若
者
が
多
く
、な
か
に
は

進
学
校
に
通
っ
て
い
る
子
が
親
や
学
校
か
ら
過
剰
な

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
受
け
、
将
来
へ
の
不
安
か
ら
そ
の

よ
う
な
行
動
を
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
は
、
学
校
の
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
や
福
岡
県
警
察
の
少
年
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
立
ち
直
り
に
向
け
た
可
能
性

を
探
り
、
支
援
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
な
が
ら
伴
走

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
」（
小
野
本
理
事
長
）。

　
若
者
と
信
頼
関
係
を
構
築
す
る
う
え
で
大
切
に
し

て
い
る
こ
と
と
し
て
は
、
電
話
で
相
談
が
あ
っ
た
際

に
は
、
必
ず
相
談
を
受
け
た
当
日
に
対
面
で
対
応
す

る
こ
と
を
心
が
け
て
お
り
、
電
話
相
談
は
24
時
間
３ 

６
５
日
体
制
で
対
応
し
て
い
る
と
い
う
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
環
境
と

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ル
ー
ム
を
整
備

　
そ
の
ほ
か
に
も
、
助
成
事
業
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

やFacebook

、Instagram

を
開
設
し
、
法
人
の
活

動
を
周
知
す
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
環
境
を
整
備
す
る
と
と
も

に
、
問
題
を
抱
え
た
若
者
と
保
護
者
が
体
面
的
な
心

配
を
せ
ず
に
相
談
で
き
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ル
ー
ム

を
開
設
し
た
。

　「
こ
れ
ま
で
当
法
人
の
活
動
は
、
口
コ
ミ
で
広
が

っ
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
活
用
し
た
情
報
発
信
に
力
を
入
れ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
開
設
後
は
半
年
間
で
１
０
０
０
件
を
超
え

る
ア
ク
セ
ス
が
あ
り
、
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
る
若
者

や
保
護
者
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
や
相
談
が
増
加
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ル
ー
ム
は
、
問

題
を
抱
え
た
若
者
や
保
護
者
の
相
談
対
応
の
ほ
か
、

関
係
機
関
や
支
援
団
体
の
担
当
者
と
の
ケ
ー
ス
会
議

で
使
用
し
て
い
ま
す
。
相
談
内
容
と
し
て
は
保
護
者
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支援者の知識向上と育成を目的にした研修会
には、法人スタッフと参加希望のあった地域
の支援関係者が受講した

問題を抱えた若者や家族が、体面的な心配を
せずに相談ができるカウンセリングルームを
開設。関係機関や支援団体とケース会議を行
う際にも活用している

「腕大学長垂海岸」では、行政と連携して
海岸清掃とアームレスリング体験会を組み
あわせたプログラムを実施。若者がボラン
ティア活動に参加するとともに、地域住民
や行政関係者と交流する機会となった

oka
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●NPO リソースセンター
NPO 支援課（助成事業の相談・募集、NPO の融資相談等）
  TEL  : 03-3438-4756　  FAX  : 03-3438-0218（共通）

NPO 振興課（助成事業の広報、事業評価等）
  TEL  : 03-3438-9942　  FAX  : 03-3438-0218（共通）

社会福祉振興助成事業に
関 す る お 問 い 合 わ せ

NPO 等 の 民 間 福 祉 活 動 へ の
応援よろしくお願いします！

�お問合せ先：03－3438－0211（総務部総務課）

当機構では
寄付金を募集
しています

いきいき

いきいきチャレンジ！

ャレンジチ

チャレンジ！

いき

いきいき

いき

チャレンジ！

チャレンジ
か
ら
の
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
に
関
す
る
も
の
が
多

く
、
学
校
の
教
師
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
か
ら
相
談
が
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
」（
中

嶋
氏
）。

　
さ
ら
に
、
若
者
の
立
ち
直
り
支
援
に
携
わ
る
ス
タ

ッ
フ
の
知
識
の
向
上
と
育
成
を
目
的
と
し
た
研
修
会

を
開
催
し
た
。

　
計
11
回
開
催
し
た
研
修
会
で
は
、教
師
や
看
護
師
、

保
護
観
察
官
、
弁
護
士
、
元
警
察
官
を
講
師
に
招
き
、

「
社
会
的
養
育
の
流
れ
」、「
発
達
障
害
」、「
保
護
観

察
官
の
役
割
や
更
生
保
護
に
つ
い
て
」、「
少
年
犯
罪

の
弁
護
人
と
し
て
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に
講
義
と
意
見

交
換
を
行
い
、
法
人
ス
タ
ッ
フ
や
地
域
の
支
援
関
係

者
な
ど
延
べ
１
７
２
人
が
受
講
し
た
。

　「
当
初
は
、
法
人
ス
タ
ッ
フ
の
み
を
対
象
に
し
て

い
ま
し
た
が
、
連
携
団
体
や
関
係
機
関
か
ら
参
加
希

望
が
あ
り
、
オ
ー
プ
ン
な
学
び
の
場
と
し
て
開
催
し

ま
し
た
。
地
域
全
体
で
支
援
に
関
す
る
知
識
を
共
有

す
る
と
と
も
に
、
受
講
し
た
関
係
機
関
・
支
援
団
体

と
顔
の
見
え
る
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が

っ
て
い
ま
す
」（
中
嶋
氏
）。

福
岡
市
の

居
場
所
づ
く
り
事
業
を
受
託

　
助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を

抱
え
る
若
者
と
対
話
す
る
環
境
を
つ
く
り
、
活
動
を

通
し
て
「
隠
れ
た
非
行
」
の
問
題
構
造
を
把
握
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

　「『
糸
島
キ
ャ
ン
パ
ス
』
で
運
営
し
て
い
る
こ
ど

も
食
堂
は
、
若
者
だ
け
で
な
く
ひ
と
り
親
家
庭
の

利
用
も
多
く
、
こ
ど
も
の
生
活
状
況
や
学
校
で
の

ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
物
質
的
な
支
援
以
外
に
も
孤
独
感
や
疎
外
感

な
ど
が
問
題
行
動
の
原
因
と
思
わ
れ
る
ケ
ー
ス
も

あ
り
、
居
場
所
の
重
要
性
を
あ
ら
た
め
て
認
識
し

ま
し
た
。
ま
た
、『
腕
大
学
長
垂
海
岸
』
で
は
、
行

政
と
連
携
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
組
み
あ
わ

せ
た
活
動
を
行
い
、
多
世
代
交
流
を
実
現
し
ま
し

た
が
、
行
政
か
ら
も
継
続
的
に
開
催
し
て
い
き
た

い
と
い
う
要
望
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
」（
小
野
本

理
事
長
）。

　
助
成
事
業
の
波
及
効
果
と
し
て
、
若
者
の
居
場
所

づ
く
り
の
活
動
を
評
価
さ
れ
、
令
和
6
年
4
月
か
ら

福
岡
市
の
「
若
者
の
居
場
所

づ
く
り
活
性
化
事
業
」
の
受

託
に
至
っ
た
。

　
こ
の
事
業
で
は
、
こ
れ
ま

で
培
っ
て
き
た
若
者
の
居
場

所
づ
く
り
の
開
設
・
運
営
に

関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
掲
載
し

た
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成

し
、
居
場
所
運
営
の
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
ト
や
サ
ポ
ー
ト
業
務

を
担
っ
て
お
り
、
新
た
に
市

内
6
カ
所
で
の
居
場
所
の
開

設
に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
。

　
多
様
な
課
題
を
抱
え
る
若

者
と
の
対
話
を
通
し
て
、
寄

り
添
い
な
が
ら
支
援
に
つ
な

げ
る
同
法
人
の
今
後
の
活
動

の
広
が
り
が
期
待
さ
れ
る
。

　　

　アームレスリングをツールと
した若者の立ち直り支援のメ
リットとしては、体力が有り余っ
ている若者だけでなく、老若男
女を問わず誰でも参加できるこ
とがあります。親子で参加する
ケースでは、父親が息子より強
いことも多く、家庭で立場の弱っ
た父親が一目置かれたり、支援
者として活動に携わってくれる方も少なくありません。
　一般的に居場所では、母親など女性が中心となりがちで
すが、男性のスタッフや参加者が多いことはアームレスリ
ングをツールとした活動の特徴だと思いますし、さまざま
な視点から支援を考えることにもつながっています。

NPO 法人 SFD21JAPAN
理事長　小野本  道治氏

アームレスリングをツールとした
支援のメリット

〒 819−0376
福岡市西区女原 472−2 
T E L： 090−1194−3235
U R L： https://sfd21japan.com
設　　立：平成 24 年 10 月（任意団体：平成 13 年）
理 事 長：小野本　道治

◆団体概要
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NPO法人 SFD21JAPAN
事務局

中嶋  康子氏
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